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一
、

僧
綱
に
つ
い
て
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寺
院

お
よ
び
僧
尼
を
監
督
す
る
国
家
機
関
が
治
部
省
で
、
そ
の
う
ち
の
玄
蕃
寮
が
直
接
事
務
運
営
を
行
う
。
玄
と
は
黒
、
す
な
わ
ち
僧

尼
の
着

用
す
る
黒
衣
の
意
で
、
蕃
は
外
蕃
、
す
な
わ
ち
外
国
関
係
の
こ
と
で
、
玄
蕃
寮
は
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
扱
う
。
さ
ら
に
こ
の
玄
蕃

寮
の
も
と
に
あ
っ
て
、
寺
院
、
僧
尼
の
こ
と
を
専
門
に
監
督
す
る
の
が
僧
綱
で
、
い
わ
ば
僧
尼
の
中
央
行
政
機
関
の
役
目
を
果
す
。
そ
の

職
員
は
僧
侶
で
あ
る
。
推
古
天
皇
三
十
二
年
（
六
二
四
）
に
一
僧
侶
が
そ
の
祖
父
を
斧
で
殴
る
事
件
が
起
り
、
こ
れ
に
端
を
発
し
て
僧
尼

の

監
督
の
た

め
、
僧
正
・
僧
都
・
法
頭
が
任
命
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
。
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
に
僧
正
・
大
僧
都
・
少
僧
都
各
一
人
、
律

師
四
人
と
な
り
、
こ
れ
ら
僧
綱
を
補
佐
す
る
も
の
と
し
て
威
儀
師
（
六
人
）
、
従
儀
師
（
八
人
）
な
ど
も
加
え
ら
れ
、
ほ
か
に
大
僧
正
も
お

か
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
定
置
の
官
で
は
な
い
。
さ
ら
に
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
僧
位
三
階
の
法
印
・
法
眼
・
法
橋
が
加
わ
っ
た
。

応
徳
三
年

二

〇
八

六
）
に
は
僧
正
以
下
五
十
三
人
と
な
り
、
そ
の
定
員
は
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

　
僧
綱
の
任
期
は
な
く
、
ふ
つ
う
律
師
か
ら
昇
進
す
る
。
た
だ
し
、
辞
官
・
譲
官
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
罪
科
を
負
え
ば
免
官
さ
せ
ら

れ
、
功
績
の
あ
っ
た
場
合
贈
官
の
こ
と
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
一
般
官
人
と
同
じ
扱
い
で
あ
っ
た
。
僧
綱
が
執
務
を
行
な
う
僧
綱
所
（
綱
所

と
も
）
は
、
は
じ
あ
定
ま
っ
た
場
所
が
な
か
っ
た
が
、
養
老
六
年
（
七
二
二
）
以
後
は
奈
良
の
薬
師
寺
に
、
平
安
京
遷
都
以
後
は
東
寺
西
寺

に

お

か
れ
た

が
、
や
が
て
不
明
と
な
っ
た
。
律
令
官
制
の
弛
緩
と
と
も
に
、
僧
綱
が
僧
尼
を
統
制
す
る
役
割
を
喪
失
し
、
た
だ
単
な
る
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

級
僧
侶
と
し
て
の
栄
誉
あ
る
官
位
と
し
て
の
意
味
し
か
持
た
な
く
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
鎌
倉
時
代
以
後
は
幕
府
の
介
入
も
あ
り
、
さ

ら
に
形
式
化
し
、
寺
格
に
よ
っ
て
各
宗
各
寺
院
な
ど
が
一
定
の
僧
官
を
受
け
る
こ
と
が
風
習
化
し
、
売
官
な
ど
も
お
こ
っ
た
。

　
僧
綱
補
任
記
載
の
官
位
に
つ
い
て
主
要
な
も
の
を
略
述
し
て
お
く
。
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僧
正
　
ソ
ウ
ジ
ヨ
ウ
。
僧
尼
の
濫
行
不
正
を
正
す
こ
と
を
司
る
、
最
上
位
の
僧
官
。
は
じ
め
一
人
で
あ
っ
た
が
、
大
僧
正
、
僧
正
（
正

　
僧

正
）
、
権
僧
正
の
三
階
に
わ
か
れ
た
。
大
僧
正
は
一
人
と
限
っ
て
お
り
、
定
置
の
官
で
は
な
か
っ
た
が
、
正
僧
正
以
下
の
定
員
は
変

　
動
が
あ
る
。
『
愚
管
抄
』
（
第
七
）
に
「
僧
正
故
院
御
時
（
後
白
河
法
皇
）
マ
デ
モ
五
人
ニ
ハ
ス
ギ
ザ
リ
キ
、
当
時
正
僧
正
一
度
二
五
人

　

イ
デ
キ
テ
十
三
人
マ
デ
ア
ル
ニ
ヤ
、
権
僧
正
又
十
余
人
ア
ル
ニ
コ
ソ
」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
後
代
に
は
多
く
な
っ
た
。
俗
官
と
の
相
当

　
も
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
大
僧
正
が
大
納
言
、
僧
正
が
中
納
言
、
権
僧
正
が
参
議
（
『
釈
家
官
班
記
』
）
な
ど
と
い
わ
れ
る
。

僧
都
　
ソ
ウ
ズ
。
都
は
統
の
意
で
僧
正
に
つ
い
で
僧
尼
を
統
べ
る
官
。
は
じ
め
一
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
の
ち
に
大
僧
都
、
権
大
僧

　
都
、
僧
都
、
少
僧
都
、
権
少
僧
都
の
五
階
に
わ
か
れ
、
定
員
も
大
幅
に
異
動
が
あ
る
。
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
大
僧
都
五
人
、
少

　
僧
都
八
人
、
保
安
二
年
（
一
＝
二
）
権
大
僧
都
八
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
清
少
納
言
も
「
僧
都
、
僧
正
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
仏
の

　
あ
ら
は
れ
給
へ
る
に
こ
そ
と
お
ぼ
し
ま
ど
ひ
て
、
か
し
こ
ま
る
さ
ま
は
、
何
に
か
は
似
た
る
」
（
『
枕
草
子
』
一
八
四
、
位
こ
そ
）
と
諸
人

　
尊
敬
の
有
様
を

記

し
て
い
る
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
権
門
の
子
弟
が
僧
界
に
進
出
し
、
皇
子
は
権
大
僧
都
、
皇
孫
、
摂
関
の
子
弟
の

　
も
の
は
権
少
僧
都
に
直
任
さ
れ
る
例
も
出
て
僧
綱
の
叙
任
は
混
乱
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

律
師
　
リ
ツ
シ
。
十
法
を
具
足
し
、
衆
僧
に
戒
律
を
示
す
師
の
意
。
は
じ
め
一
人
で
あ
っ
た
が
、
一
時
大
律
師
、
中
律
師
、
律
師
（
天

　
平
神
護
二
年
ー
延
暦
十
三
年
）
の
三
階
の
時
期
が
あ
り
、
の
ち
律
師
、
権
律
師
の
二
階
と
な
っ
た
。
律
師
（
正
）
は
延
暦
五
年
（
七
八
六
）

　
六

人
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
十
五
人
な
ど
と
増
え
て
い
る
。
権
律
師
も
は
じ
め
の
二
人
か
ら
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
八
人
、
永
延

　

元
年
（
九
八
七
）
十
三
人
、
保
延
七
年
（
一
一
四
一
）
二
十
人
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
増
加
し
た
。
『
愚
管
抄
』
（
第
七
）
に
は
「
正
員
ノ

　
律
師
百
五
六
十
人
ニ

ナ
リ
ヌ
ル
ニ
ヤ
」
と
あ
る
。
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
律
師
を
も
っ
て
俗
人
の
五
位
殿
上
人
に
准
じ
、
公
の
行

　
事
出
仕
に
つ
い
て
は
従
僧
二
人
、
中
童
子
二
人
、
大
童
子
四
人
の
従
者
を
認
め
ら
れ
た
。

法
務
　
ホ
ウ
ム
。
僧
職
の
一
。
僧
綱
所
の
長
官
で
、
諸
寺
の
法
事
、
僧
尼
度
縁
な
ど
の
事
を
管
掌
す
る
。
は
じ
め
一
人
で
あ
っ
た
が
、
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貞
観
十
三
年
（
八
七
二
正
法
務
、
権
法
務
の
二
階
二
人
と
な
る
。
正
法
務
は
東
寺
の
一
長
者
が
な
り
、
諸
寺
の
僧
は
権
法
務
と
定

　
ま
っ
た
。
ま
た
一
時
三
法
務
並
置
の
時
も
あ
り
、
の
ち
総
法
務
職
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
性
格
を
変
え
て
い
っ
た
。

法
印
　
ホ
ウ
イ
ン
。
僧
綱
の
位
階
で
正
し
く
は
法
印
大
和
尚
位
。
僧
正
の
階
で
、
僧
位
の
最
高
位
。
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
制
定
。
定

　
員
は
は
じ
め
二
人
で
あ
っ
た
が
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
四
人
（
う
ち
大
僧
都
二
人
）
、
長
承
二
年
（
二
三
三
）
法
印
大
僧
都
七
人
と

　
見

え
数
を
増
し
た
。
少
僧
都
、
律
師
で
ま
れ
に
法
印
に
叙
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
以
来
僧
官
を
も
た
な

　

い
、
い
わ
ゆ
る
散
位
僧
綱
（
石
清
水
八
幡
検
校
聖
清
、
法
印
と
な
る
）
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

法
眼
　
ホ
ウ
ゲ
ン
。
法
印
に
つ
ぐ
僧
綱
の
位
階
で
、
正
し
く
は
法
眼
和
上
位
。
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
制
定
、
僧
都
に
授
け
ら
れ
る
階
。

　
定
員
は

応
徳
三
年

二

〇
八

六
）
五
人
と
定
め
ら
れ
た
が
、
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
十
一
人
と
見
え
、
以
後
次
第
に
増
加
し
て
い
る
。

　
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
遍
昭
が
僧
綱
以
外
か
ら
叙
任
さ
れ
て
以
来
、
貴
顕
の
子
息
が
多
く
こ
の
階
に
直
任
さ
れ
た
。

法
橋
　
ホ
ツ
キ
ョ
ウ
。
法
眼
に
つ
ぐ
僧
綱
の
位
階
で
、
正
し
く
は
法
橋
上
人
位
。
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
制
定
。
律
師
に
授
け
ら
れ
る

　
階
。
は
じ
め
法
橋
上
人
位
律
師
四
人
、
法
橋
上
人
位
権
律
師
六
人
が
叙
せ
ら
れ
た
が
、
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
に
は
二
十
人
と
見

　
え
、
同
三
年
定
員
を
法
橋
十
八
人
と
し
た
が
、
そ
の
後
増
加
し
、
例
の
『
愚
管
抄
』
（
第
七
）
で
は
「
故
院
御
時
（
後
白
河
法
皇
）
百

　
法
橋

ト
云
テ
ア
ザ
ミ
ケ
ン
事
ノ
ヤ
サ
シ
サ
ヨ
（
恥
か
し
さ
よ
）
」
と
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
天
台
座
主
長
意
が
僧

　
綱
の
官
な
く
叙
任
さ
れ
、
以
後
直
叙
の
例
も
あ
る
。

威
儀
師
　
イ
ギ
シ
。
威
儀
を
教
え
る
師
の
意
。
法
会
や
授
戒
等
の
さ
い
、
衆
僧
を
指
南
し
そ
の
威
儀
を
整
え
さ
せ
る
役
僧
。
宝
亀
二
年

　
（
七
七
一
）
六
人
の
定
員
が
認
め
ら
れ
た
が
、
以
後
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
大
威
儀
師
、
小
威
儀
師
、
権
威
儀
師
な
ど
が
あ

　
り
、
大
威
儀
師
は
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
威
儀
師
に
従
う
も
の
に
従
儀
師
が
あ
り
、
は
じ
め
定
員
八
名
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

巳

講
　
イ
コ
ウ
。
奈
良
の
三
会
、
す
な
わ
ち
興
福
寺
維
摩
会
、
薬
師
寺
最
勝
会
、
宮
中
御
斎
会
の
講
師
を
勤
め
終
っ
た
僧
の
称
。
已
講
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の

う
ち
か
ら
順
次
僧
綱
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
例
と
し
た
。
の
ち
天
台
の
三
会
（
法
勝
寺
大
乗
会
、
円
宗
寺
法
華
会
、
最
勝
会
）
の

　
講
師
を

勤
め
た
も
の
も
已
講
と
い
わ
れ
、
お
な
じ
扱
い
と
な
っ
た
。

講
師
　
コ
ウ
シ
。
法
華
会
、
最
勝
会
な
ど
の
法
会
に
お
い
て
、
経
典
の
義
を
講
演
す
る
役
僧
。
と
く
に
興
福
寺
維
摩
会
の
講
師
を
勤
め

　
る
も
の
は
、
翌
年
正
月
の
宮
中
御
斎
会
、
三
月
の
薬
師
寺
最
勝
会
の
講
師
と
な
る
の
が
通
例
で
、
や
が
て
巳
講
と
よ
ば
れ
、
僧
綱
入

　
り
を
す
る
。
な
お
講
師
は
諸
国
に
常
置
さ
れ
た
別
の
職
が
あ
り
、
注
意
を
要
す
。
こ
の
方
は
諸
国
に
あ
っ
て
、
そ
の
地
の
僧
尼
を
監

　
督
、
あ
わ
せ
て
仏
教
を
講
説
し
た
。

探
題
　
タ
ン
ダ
イ
。
題
者
と
も
。
法
会
な
ど
で
経
典
の
論
義
が
行
わ
れ
る
時
、
題
を
択
び
論
題
を
定
め
る
役
。
場
合
に
よ
っ
て
は
論
義

　
の
判
定
（
証
義
、
精
義
、
シ
ョ
ウ
ギ
）
者
を
も
兼
ね
る
こ
と
が
あ
る
。

竪
者
　
リ
ツ
シ
ャ
。
竪
義
（
者
）
・
立
義
（
リ
ュ
ゥ
ギ
）
と
も
。
勅
会
に
お
け
る
論
義
の
席
に
お
い
て
出
題
者
（
探
題
）
の
提
示
し
た
論
題

　
に
た

い

し
て
義
を
立
て
、
間
者
の
質
問
に
答
え
る
役
。
興
福
寺
維
摩
会
が
と
く
に
著
名
で
、
こ
の
役
を
勤
た
も
の
が
、
つ
ぎ
の
同
会

　
の

講
師
の
資
格
を
獲
得
す
る
。
し
た
が
っ
て
僧
綱
補
任
に
は
こ
の
僧
名
が
掲
げ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
の
ち
天
台
宗
で
も
六
月
の
法

　
華
大
会
の
及
第
者
は
竪
者
と
よ
ば
れ
た
。

得
業
　
ト
ク
ゴ
ウ
。
奈
良
の
三
会
の
竪
者
を
勤
め
た
者
の
称
。
の
ち
天
台
宗
で
も
こ
れ
に
准
じ
て
よ
ば
れ
た
。

阿
闇
梨
　
ア
ジ
ャ
リ
。
ア
ザ
リ
。
弟
子
の
行
為
を
矯
正
し
、
そ
の
軌
則
師
範
と
な
る
べ
き
高
僧
の
称
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
で
は
天

　
台
・
真
言
両
宗
（
密
教
）
の
公
職
と
な
っ
た
。
級
に
大
阿
闇
梨
と
小
阿
闇
梨
の
二
階
が
あ
り
、
七
高
山
阿
闇
梨
（
比
叡
山
、
比
良
山
、

　
伊
吹
山
、
愛
宕
山
、
金
峯
山
、
葛
木
山
、
神
峯
寺
の
七
所
で
春
秋
二
季
薬
師
悔
過
を
行
い
五
穀
豊
穣
を
祈
る
役
僧
）
、
伝
法
阿
閣
梨
（
天
台
・
真
言
両

　
宗
に

お

い

て
大
法
を

伝
授
で

き
る
僧
）
、
　
一
身
阿
闇
梨
（
名
門
出
身
者
に
与
え
ら
れ
た
特
別
職
で
、
そ
の
身
一
代
に
限
っ
て
伝
法
の
資
格
を
も
つ
）

　

な
ど
が
著
名
で
あ
る
が
、
他
の
諸
寺
に
お
い
て
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
定
員
等
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。



二
、
僧
綱
補
任
の
諸
本

　
僧
綱
の
叙
任
、
昇
進
な
ど
を
歴
年
に
よ
り
記
載
し
た
の
が
僧
綱
補
任
で
あ
る
。
現
存
す
る
僧
綱
補
任
を
内
容
な
ど
か
ら
分
類
す
る
と
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
　
興
福
寺
本
僧
綱
補
任
　
推
古
天
皇
三
十
二
年
（
六
二
四
）
ー
永
治
二
年
（
“
康
治
元
年
、
二
四
二
）
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二三四五

真
福
寺
本
僧
綱
補
任
（
七
大
寺
年
表
）
　
天
武
天
皇
十
一
年
（
六
八
二
）
ー
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）

東
大
寺
本
僧
綱
補
任
抄
出
　
推
古
天
皇
三
十
二
年
（
六
二
四
）
ー
永
万
元
年
（
＝
六
五
）

彰

考

館

文

庫

二
冊
本
僧
綱
補
任
安
和
二
年
（
九
六
九
）
ー
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
ー
保
延
四
年
（
＝

　
三
八
）

残
欠
本
僧
綱
補
任
　
寿
永
二
年
（
＝
八
三
）
1
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）

　
な
お
年
次
的
な
対
比
は
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ

れ
ら
の
五
種
の
う
ち
、
四
、
五
は
別
種
類
の
も
の
で
あ
る
が
、
残
り
の
一
～
三
は
内
容
上
密
接
な
関
係
を
も
つ
。

　
一
は
「
六
巻
に
て
、
巻
一
に
僧
綱
補
任
歴
と
記
し
、
『
推
古
天
皇
位
舟
二
年
、
申
始
被
下
僧
綱
宣
旨
』
と
あ
り
て
、
巻
六
康
治
元
年
に

至
れ
り
。
古
文
書
の
紙
背
に
記
し
た
る
も
の
に
て
、
中
に
平
清
盛
の
書
あ
り
。
興
福
寺
の
所
蔵
に
て
、
明
治
四
十
三
年
、
国
宝
に
指
定
せ

ら
れ
た
り
。
」
（
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
）
と
あ
る
。
表
紙
は
鎌
倉
中
期
改
装
と
考
え
ら
れ
、
本
文
料
紙
は
穀
紙
、
筆
者
不
明
。
た

S
し
平
安
期
の
写
本
で
あ
る
。
法
量
は
、
巻
一
、
全
長
一
七
二
三
・
○
セ
ン
チ
、
縦
二
九
・
八
五
セ
ン
チ
、
紙
数
四
三
紙
（
表
紙
共
）
。

巻

二
、
全
長
二
二
二
七
・
○
セ
ン
チ
、
縦
二
九
・
八
五
セ
ン
チ
、
紙
数
四
二
紙
。
巻
三
、
全
長
三
〇
八
五
・
○
セ
ン
チ
、
縦
二
六
・
三
〇
セ
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一二三四五

←推古32年（624）

←天武2年（673）

←天武11年（682）

←文武2年（698）

←延暦21年（802）

←安和2年（969）

←長元8年（1035）

←嘉承2年（1107）

←保延4年（1138）
←永治2年（1142）

←永万元年（1165）

←寿永2年（1183）

←元暦2年（1185）

　
　
　
　
　
皿
　
　
鵬
眺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

興
福
寺
本
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
　
　
　
　
　
肥

“霞
砲
…
…
ー
…
…
ー
ー
ー
ー
…
ー
…
～
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　

彰
考
館

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
1
　
　
［

残

欠

本

1183
　
1

1185

ン

チ
、
紙
数
六
〇
紙
。
巻
四
、
全
長
二
八
八
三
・
三
セ
ン
チ
、
縦
二
九
・
七
〇
セ
ン
チ
、
紙
数
五
四
紙
。
巻
五
、
全
長
三
四
三
九
・
三
セ

ン

チ
、
縦
二
九
・
七
〇
セ
ン
チ
、
紙
数
六
四
紙
。
巻
六
、
全
長
一
＝
五
五
・
七
セ
ン
チ
、
縦
二
九
・
七
〇
セ
ン
チ
、
紙
数
四
一
紙
（
『
奈

良
六
大
寺
大

観
』
興
福
寺
一
に
ょ
る
）
。
現
重
要
文
化
財
。
そ
の
記
述
は
推
古
天
皇
即
位
三
十
二
年
（
六
二
四
）
か
ら
近
衛
天
皇
の
永
治
二

年
（
1
1
康
治
元
年
、
一
一
四
二
）
ま
で
、
五
百
十
九
年
間
の
補
任
で
あ
る
。
た
だ
し
、
推
古
天
皇
三
十
三
年
か
ら
天
武
天
皇
元
年
（
六
七
二
）

ま
で
の
四
十
八
年
間
に
相
当
す
る
部
分
は
破
損
し
、
さ
ら
に
天
武
天
皇
三
年
か
ら
文
武
天
皇
元
年
（
六
九
七
）
ま
で
の
二
十
三
年
間
は
記

文
が
な
い
。
恐
ら
く
文
武
天
皇
以
前
は
資
料
不
足
の
た
め
歴
年
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
武
天
皇
二
年
以
後
永
治
二
年
ま
で
は
歴
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年
で
欠

け
る
年
次
は
な
い
。
推
古
朝
の
僧
正
・
僧
都
・
法
頭
か
ら
は
じ
め
、
大
僧
正
・
僧
正
・
権
僧
正
・
大
僧
都
・
権
大
僧
都
・
少
僧

都
・
権
少
僧
都
・
律
師
・
権
律
師
、
法
印
・
法
眼
・
法
橋
、
さ
ら
に
法
務
、
座
主
、
阿
闇
梨
な
ど
も
見
え
、
叙
任
、
昇
進
、
入
滅
な
ど
一

々
該
当
年
次
の
項
に
註
記
し
て
い
る
。
承
和
四
年
（
八
三
七
）
以
後
は
僧
綱
に
関
係
深
い
維
摩
会
講
師
の
人
名
を
も
記
し
、
下
っ
て
は
熊

野
、
石
清
水
八
幡
の
別
当
や
、
仏
師
等
の
補
任
も
一
部
に
見
え
る
。
興
福
寺
蔵
本
以
外
に
伝
本
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
に
そ
の
影
写
本
が
存
す
る
。
し
か
し
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
中
、
興
福
寺
叢
書
第
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
容
易
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
興
福
寺
本
を
根
幹
と
し
て
、
奈
良
東
大
寺
東
南
院
の
僧
恵
珍
（
二
一
八
ー
＝
六
九
）
が
『
扶
桑
略
記
』
を
主
と
し
、
さ
ら
に
国

史
、
『
日
本
名
僧
伝
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『
馨
真
和
尚
東
征
伝
』
『
東
大
寺
要
録
』
な
ど
を
加
え
て
、
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
十
二
冊

の

「僧
綱
補
任
」
を
作
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
十
二
冊
本
は
散
侠
し
て
し
ま
い
、
わ
ず
か
に
残
欠
二
冊
と
し
て
現
存
し
、
そ
れ
が
二
で
あ

る
こ
と
が
平
田
俊
春
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
日
本
古
典
の
成
立
の
研
究
』
）
。

　
二
は

現
在

『
七
大
寺
年
表
』
の
名
で
名
古
屋
真
福
寺
（
宝
生
院
）
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
永
万
元
年
（
二
六
五
）
写
本
、
二
巻
。
縦
九
寸

九

分
、
全
長
上
巻
三
丈
三
尺
七
寸
五
分
、
下
巻
三
丈
四
尺
一
分
。
上
巻
前
欠
、
白
鳳
十
一
年
n
天
武
十
一
年
（
六
八
二
）
に
始
り
天
平
宝
字

元
年
（
七
五
七
）
迄
、
下
巻
同
二
年
よ
り
延
暦
廿
一
年
（
八
〇
二
）
に
終
る
。
続
群
書
類
従
本
（
巻
七
九
二
）
の
原
本
。
明
治
三
十
八
年
国
宝

指
定

（現
重
要
文
化

財
）
と
さ
れ
て
い
る
（
真
福
寺
善
本
目
録
）
。
下
巻
の
奥
書
お
よ
び
つ
ぎ
に
ふ
れ
る
三
の
書
の
識
語
に
よ
っ
て
本
書
は
も

と
十
二
巻
で
東
大
寺
東
南
院
の
経
蔵
に
あ
っ
た
恵
珍
撰
の
「
僧
綱
補
任
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
真
福
寺
に
い
つ
移
っ
た
か
明
ら
か

で
は

な
い
が
、
首
部
を
欠
き
、
残
欠
本
で
も
あ
っ
た
た
め
い
つ
か
『
七
大
寺
年
表
』
と
誤
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
本
書
の
編
者
を

恵
珍

と
す
る
こ
と
に
若
干
の
疑
念
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
下
巻
の
奥
書
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で

　
　
永
万
元
年
十
月
比
書
写
了
。
恵
珍
之
。
一
校
了
。
不
審
更
多



328

　
　
　
　
　
交
合
三
本
取
要
付
註
。
同
註
相
違
事
。
其
中
不
審
猶
多
。
真
偽
難
決
歎
。
重
註
付
良
本
了

　
　
　
　
　
　
　
但
註
本
相
違
。
不
審
猶
多
。
為
之
如
何
。
重
可
合
勝
本
欺

　
　
　
　
　
　
又
読
合
了
。
略
註
付
了

　

こ
の
奥
書
は
一
筆
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
永
万
元
年
に
恵
珍
が
本
書
を
書
写
し
た
こ
と
。
校
定
し
た
と
こ
ろ
不
審
が
多
い
の
で
、
三
本
に

よ
り
再
び
校
合
、
相
違
を
註
記
し
た
。
さ
ら
に
良
本
、
勝
本
に
よ
り
校
合
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
書
の
記
述
は
す
で
に
ふ
れ
た

よ
う
に
、
「
興
福
寺
本
僧
綱
補
任
＋
扶
桑
略
記
以
下
」
で
あ
る
の
で
、
校
合
書
を
『
扶
桑
略
記
』
以
下
の
書
と
す
れ
ば
、
本
書
の
編
纂
者

は

問
題
な
く
恵
珍
と
な
ろ
う
。
た
だ
右
の
記
述
か
ら
は
、
同
種
類
本
の
校
合
と
思
わ
れ
る
以
上
の
書
き
方
は
し
て
い
な
い
よ
う
に
判
読

さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
恵
珍
は
本
書
の
書
写
者
で
あ
り
補
註
者
の
位
置
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
本
書
は
も
と
十
二

巻
で

あ
り
、
そ
の
最
下
限
が
恵
珍
書
写
の
永
万
元
年
と
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
三
で
あ
る
。

　
三
は

『
群
書
類
従
』
（
巻
五
四
）
に
収
め
ら
れ
『
僧
綱
補
任
抄
出
』
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
七
大
寺
年
表
』
と
誤
認
さ
れ
て
い
る

書
が
散
侠
す

る
以
前
、
東
大
寺
に
あ
り
、
そ
れ
を
深
賢
（
1
一
二
一
六
）
が
二
巻
の
本
に
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
所
収
年
次
は
推
古
天

皇

三
十

二
年
（
六
二
四
）
か
ら
六
条
天
皇
の
永
万
元
年
（
二
六
五
）
ま
で
僧
綱
補
任
の
簡
略
な
年
代
記
で
、
寺
院
、
僧
侶
、
法
会
な
ど
に

関
す
る
記
事
も
略
記
し
て
い
る
。
本
書
の
冒
頭
に
、

　
　
東
大
寺
東
南
院
経
蔵
本
十
二
巻
醜
罷
僧
、
粗
一
見
之
次
、
処
々
抄
書
了
、
更
不
可
及
外
見
者
也
　
　
深
賢
記

と
あ
る
。
本
書
と
『
七
大
寺
年
表
』
と
重
複
す
る
箇
所
を
対
比
す
る
と
（
後
述
）
、
明
ら
か
に
本
書
は
『
七
大
寺
年
表
』
の
抄
出
の
位
置
に

あ
る
。
忠
珍
の
忠
は
恵
の
誤
写
と
考
え
る
べ
き
で
、
本
書
の
こ
の
識
語
に
よ
っ
て
二
は
も
と
十
二
巻
本
、
恵
珍
撰
と
な
る
。
し
か
も
本
書

の
所
収
の

最
下
限

は
六
条
院
を
新
院
と
よ
び
、
永
万
元
年
す
な
わ
ち
さ
き
の
恵
珍
が
書
写
し
た
年
次
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
編
者
恵
珍
説
は
確
定
し
た
か
に
思
え
る
。
た
だ
こ
こ
で
も
六
条
院
を
新
院
と
し
て
い
る
こ
と
に
若
干
の
疑
念
が
残
る
。
六
条
院
は
永
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万
元
年
六
月
に
即
位
、
三
年
後
の
仁
安
三
年
に
高
倉
天
皇
に
位
を
譲
ら
れ
て
新
院
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
永
万
元
年
に
は
六
条
天
皇
は
新

院

と
は
よ
ば
れ
得
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
条
は
恵
珍
が
永
万
元
年
に
十
二
巻
本
を
編
し
た
内
容
そ
の
ま
ま
の
抄
出
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
場
合
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
深
賢
が
抄
し
た
本
書
は
恵
珍
が
編
し
た
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
若

干
書
き
変
え
が
あ
る
。
そ
の
書
き
変
え
は
深
賢
か
。
ま
た
は
恵
珍
が
永
万
元
年
に
書
写
し
た
十
二
巻
本
と
は
最
下
限
が
永
万
元
年
で
は
な

く
、
こ
れ
よ
り
遡
っ
た
年
次
で
、
こ
れ
に
書
き
継
ぎ
が
あ
っ
た
か
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
論
は
早
々
に
下
せ
な
い
の
で
、
こ
こ
で

は
す
で
に
の
べ
て
い
る
よ
う
に
十
二
巻
本
が
恵
珍
の
撰
で
あ
る
こ
と
に
疑
念
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど
あ
た
い
。

　
一
～
三
の
三
書
の
記
載
内
容
の
関
連
に
つ
い
て
『
七
大
寺
年
表
』
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。

　
　
和
銅

三
年
庚
戌

　
　
　
「
三
月
辛
酉
日
始
遷
都
。
従
難
波
宮
移
御
奈
良
京
。
定
左
右
京
条
坊
。
『
入
唐
学
問
僧
道
顕
始
柑
子
木
植
之
」

　
　
（
元
明
）

　
　
同
帝

　
　
　
僧
正
　
義
淵

　
　
　
大
僧
都
善
往

　
　
　
少
僧
都
弁
昭

　
　
　
律
師
　
僧
昭
』

　
　
　
　
　
　
弁
通

　
　
　
　
「
三
月
」
右
大
臣
藤
原
朝
臣
不
比
等
。
於
大
和
国
平
城
京
。
「
始
建
興
福
寺
」
金
堂
。
先
是
大
織
冠
内
大
臣
。
由
蘇
我
入
鹿
諒
害

　
　
　
　
事
。
発
願
　
奉
造
金
色
釈
迦
丈
六
像
一
躯
・
挾
持
菩
薩
二
体
、
其
後
天
智
天
皇
八
年
已
巳
冬
十
月
大
織
冠
枕
席
不
安
之
比
。
忽

　
　
　

構
伽
藍
安
置
件
像
。
内
大
臣
莞
後
。
所
移
起
也
。
「
同
年
移
造
大
官
寺
於
平
城
京
」
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（
僧
綱
補
任
裏
書
、
『
始
建
興
福
寺
』
）

　
和
銅

三
年
（
七
一
〇
）
条
の
『
七
大
寺
年
表
』
の
全
文
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
『
　
』
の
部
分
が
、
興
福
寺
六
冊
本
僧
綱
補
任
の
記
文
で

あ
る
。
こ
の
年
入
唐
僧
道
顕
が
柑
子
を
始
め
て
植
え
た
記
事
（
厳
密
に
は
興
福
寺
本
は
『
入
唐
学
問
僧
道
顕
始
持
来
甘
子
。
循
令
殖
』
と
あ
り
少

し
異
な
る
が
意
味
は
全
く
同
じ
）
を
註
記
し
、
僧
正
義
淵
か
ら
律
師
僧
昭
ま
で
四
人
の
僧
綱
を
列
記
し
、
裏
書
に
興
福
寺
の
建
立
を
記
し
た

も
の
で
、
一
見
し
て
『
七
大
寺
年
表
』
は
こ
れ
を
増
補
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
僧
綱
で
は
律
師
弁
通
を
補
い
、
こ
の
ほ

か
遷
都
の

記
事
、
興
福
寺
建
立
の
経
緯
な
ど
を
加
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
条
の
附
加
部
は
す
べ
て
『
扶
桑
略
記
』
の
記
事
に
よ
る
こ
と

が
、
す
で
に
平
田
俊
春
氏
（
前
掲
書
）
の
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
「
　
」
部
が
深
賢
の
『
僧
綱
補
任
抄
出
』
の
記
述
の
す

べ
て
で
あ
り
、
（
厳
密
に
は
最
尾
の
大
官
寺
を
「
大
安
寺
」
と
し
て
い
る
が
こ
れ
は
同
寺
名
）
、
抄
出
は
ま
さ
に
『
七
大
寺
年
表
』
か
ら
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
対
比
は
わ
ず
か
一
ケ
年
で
あ
る
が
、
三
書
の
関
係
は
重
複
部
全
部
に
わ
た
っ
て
こ
の
関
係
に
あ
る
。
し

た

が
っ

て

図
式
的
に
い
え
ば
、
六
冊
本
興
福
寺
僧
綱
補
任
を
増
補
し
た
も
の
が
、
十
二
冊
本
僧
綱
補
任
（
現
在
残
欠
）
で
、
こ
れ
を
抄
出

し
た
も
の
が
、
僧
綱
補
任
抄
出
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
四
は
「
二
冊
あ
り
、
縦
横
の
罫
引
に
、
僧
正
、
僧
都
等
の
欄
を
設
け
て
記
入
し
た
り
。
巻
一
は
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
よ
り
、
長
元

八
年

二

〇
三
五
）
に
至
り
、
巻
二
は
、
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
よ
り
、
保
延
四
年
（
＝
三
八
）
に
至
れ
り
。
安
和
以
前
、
及
び
長
元
九

年

よ
り
、
嘉
承
元
年
に
至
る
七
十
一
年
欠
け
た
り
。
蓋
し
も
と
は
、
後
一
条
天
皇
よ
り
堀
河
天
皇
ま
で
を
一
巻
に
収
め
た
り
し
も
の
な
ら

ん
。
こ
の
書
は
、
鳥
羽
天
皇
を
新
院
と
し
、
崇
徳
天
皇
を
今
上
と
し
て
、
朱
書
に
て
、
新
院
太
子
と
註
せ
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
崇
徳
天

皇
の
御
代
に

な

り
た
る
も
の
な
り
。
こ
れ
は
水
戸
彰
考
館
所
蔵
に
て
、
紙
背
に
も
記
入
し
た
る
と
こ
ろ
あ
り
」
（
和
田
英
松
前
掲
書
）
と
い

わ

れ
て
い

る
。
折
本
、
二
帖
。
縦
三
〇
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
五
セ
ン
チ
。
室
町
期
の
書
写
。
本
書
の
冒
頭
部
と
興
福
寺
本
僧
綱
補
任

の

同
項
を
対
比
し
て
、
両
者
の
差
異
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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彰
考
館

二
冊
本
僧
綱
補
任
（
冒
頭
）

円
融
法
皇
　
八
月
十
三
日
戊
子
受
禅
。
九
月
廿
三
日
即

　
位
大
極
殿
。
時
年
十
一
。
在
位
十
五
年
。
村
上
第
五

　
子
。
母
同
前

安
和

二
年
田

講

師
法
縁
藁
馨
～
日
諾
＋
・
天
台
聖
救
議
壌
・

　僧
正
　
寛
空
瀕
辮
長
者

　
大
僧
都
光
智

　
権
　
　
観
理

　
少
僧
都
救
世
東
寺
長
者

　
　
　
　
安
秀
蠕
寺

権律

　
寛
静

法
雇
望
，
卒

　
良
源
延
暦
寺
座
主

　
安
鏡
三
月
＋
日
任

寛
忠
覇
吉
任
鶉
暫
日
任

師
行
誉

　
定
昭
東
寺
長
者

禅
芸爾
計
認
璽
心
院
＋
禅
師

興
福
寺
本
僧
綱
補
任

　　　
⌒齪
話
究
㌶
警
爺
雛
ズ
）

安
和
二
年
㏄

　
講
師
　
法
縁
尼
購
踪
六
瞭
猷
賠
情
ヨ
哩
救
辞
退
替
〕
（
コ
レ
最
末
ノ
位
置
ニ
ア
リ
）

　
僧
正
　
寛
空
〔
法
務
〕

　
大
僧
都
光
智

　
権
大
僧
都
観
理

小
僧
都
救
世
蟹
魂

　
　
　
　

安
秀

　
権
小
僧
都
寛
静

　
　
　
　
法
蔵
証
領
請
入
滅

　
　
　
　
良
源
山
座
主

律
師
安
塵
鐸
㌔
転
擢
小
僧
都

　
　
　
c
寛
墨
6
4
㌃
転
任
権
小
僧
都

　
　
　

B
行
誉

　
　
　

A
定
昭

　
権
律
師
禅
芸
頭
招
雄
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権

長
勇
六
月
五
日
転

長
燭
陽
生
在
禅
芸
下

蔵
昨
難
蹄
綜
駐
朋
針
剃
班
家
謹
誌
擬
灯
猷
耐
献
苦
鉄
徽
鰯
艦

　

室
。
康
保
元
年

　

三
会
講
師
也

千
禁
頼
始
蒜
だ
明
針
郎
樵
㎞
蜘
輸
P
獅
駐
軒
蹴
辮
㌔
だ
紺

　

二
年
五
月
日
補
入
寺
僧
。
素
光
寺
門
跡
。
遍
勝
者
円
椿

　

大
法
師
之
受
法
弟
子
。
円
椿
者
益
信
僧
正
受
法
弟
子

余
慶
妖
齢
綜
だ
朋
締
卸
雌
酷
怖
甑
叶
斑
命
臓
㎜
耐
献
獄
劇
噺

　

三
年
十
二
月
廿
七
日
為
延
暦
寺
阿
闇
梨
。
行
誉
律
師
受
法
漕
頂

　

弟
子
也
。
依
行
誉
奏
為
阿
闇
梨
。
承
平
五
年
七
月
二
日
得
度
受

　

戒
。
筑
前
国
人
。
或

　

日
日
向
国
人
云
々

蓬
賀
厭
齢
綜
≡
胡
廿
唱
姉
私
箱
駐
即
輪
郡
憶
竃
鵜

羅
羅
諸
情
酵
碇
麟
藩
覇
鈷
顯
蓬
解

　

補
内
供
奉
十
禅
師
。
件
基
増
者
貞
茂
大
法
師
弟
子
。
奈
良
補
任

　

云
。
私
師
運
日
者
。
（
裏
書
）
或
本
云
。
師
主
運
日
定
額
。
件
定

　

額
者
本
覚
房
理

　

仙
大
徳
弟
子
也

　
　
　
六
月
五
日
転
正

長
勇

　
　
　
〔
六
十
五
〕

長
燭
陽
生

b
蔵
柞
聞
難
稿
踪
爆
耀
氏
〔
六
圭
〕

c
千
畢
五
月
廿
八
日
任
。
真
言
宗
。
東
大
寺
。
禦
楢
労

・
余
慶
齢
都
弊
嘉
欝
璽
〕

（冒
頭
ノ
記
述
ハ
コ
ノ
位
置
）

（講
師
法
縁
）
竪
者
定
祐

次
忠
誉

両
書
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
い
ず
れ
か
が
他
書
を
増
補
し
た
と
い
う
よ
う
な
位
置
関
係
に
は
な
い
。
興
福
寺
本
が
昇
進
の

さ
い
に
は
前
官
の
位
置
に
昇
進
年
月
日
、
昇
進
官
職
を
記
す
の
に
対
し
、
彰
考
館
二
冊
本
は
昇
進
し
た
官
職
に
移
動
さ
せ
て
い
る
。
（
例
、

安
鏡
、
律
師
↓
権
少
僧
都
）
。
そ
の
ほ
か
昇
進
月
日
、
年
令
等
に
差
違
が
著
し
く
、
初
出
項
に
お
け
る
前
歴
は
、
彰
考
館
本
の
方
が
遥
か
に

詳
細

と
な
っ
て
い
る
。
両
書
相
違
す
る
場
合
、
彰
考
館
本
が
正
し
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
ず
、
両
者
の
正
誤
は
＝
の
検
討
に
よ
る
べ
き
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で
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
五
は

寿
永
二
年
（
＝
八
三
）
か
ら
元
暦
二
年
（
二
八
五
）
の
わ
ず
か
三
ケ
年
の
残
欠
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
僧
綱
の
員
数
が
飛
躍
的
に

増
加

し
て
い
る
の
で
、
本
書
が
散
侠
し
て
い
な
け
れ
ぱ
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
寿
永
二
年
の
記
載
を
見
れ
ば
、

見
任
僧
綱
　
大
僧
正
一
、
僧
正
二
、
権
僧
正
四
、
大
僧
都
二
十
一
、
少
僧
都
二
十
二
、
律
師
三
十
一
、
法
印
二
十
七
、
法
眼
三
十
四
、
法

　
橋
八
十
九

前
僧
綱
　
大
僧
正
一
、
僧
正
一
、
権
僧
正
二
、
大
僧
都
二
、
少
僧
都
五
、
律
師
四

大
威
儀
師
二
、
威
儀
師
十
六
、
従
儀
師
十
、
維
摩
注
記
三
、
三
会
十
八
、
二
会
十
三
、
東
寺
灌
頂
十
二
、
天
台
灌
頂
二

八
幡
　
法
印
権
大
僧
都
一
、
法
印
三
、
法
眼
三
、
法
橋
四

熊
野
　
法
眼

五
、
法
橋
九

仏
師
法
印
一
、
法
眼
二
、
法
橋
八
、
経
師
（
法
橋
）
二

住
学
生
　
興
福
寺
十
二
、
延
暦
寺
十
二
、
園
城
寺
十
二
、
定
額
四
、
野
伏
六

内
供
奉
　
東
寺
二
、
延
暦
寺
四
、
園
城
寺
四

と
な
っ
て
い
る
。
注
記
に
つ
い
て
は
年
令
、
法
閲
、
所
属
等
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
誤
字
等
が
多
く
、
本
文
校
定
の
問

題
が
残
っ
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
近
世
末
写
三
冊
本
が
あ
る
ほ
か
、
東
京
大
学
、
静
嘉
堂
文
庫
な
ど
数
本
の
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
寿
永
三
年
、
元
暦
二
年
の
項
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
中
、
伝
記
叢
書
の
な
か
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。


